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沖縄における農業の特性と土地利用

藤岡ひろ子

はしがき

本稿は工 965年 目本地理学会秋季大会沖縄斑の巡検に参加した際に見関し

たものを基本とし、琉球政府の資料にもとづき、農業の特性と土地利用につき概

観したものである。 jヰi縄の自然条件ーのうち、農業の立地を強〈制約するものは土

壌・地形・気候の特殊性であろう。一般に琉球の全土を通じ、那覇石灰岩、読谷

石灰岩、牧港石灰岩等からなる台地が広く分布し、内地のような高峻な地形は見

受けられないが北部の国頭、大宜妹、東等の地域は 400M以上の山地をもっ山

脈があり、従来開拓の及ばなかった地域である。この主軸は石垣島のオモト岳

(5 25M)等にもあらわれている。再i字には段丘が発達し平坦函もあるがいっ

ぱんに琉球全体はψだかな水流に窓まれず、湾問、排水設備も不備である。亜熱

帯性気候は農業に好適で水田二期作が充分に可能であるが先に述べた石灰岩土壌

や、その他山地の酸性土土3εに加え、毎年避け得られぬ台風の暴威と卒患互の到来が

土抱利用と農作物の選定に大きな制約を与えている。

近持団の面がはいちじるしく減少し、沖縄全土にわたり甘撲の作付面積が広が

り、山地や斜面]こパインア yプノレの作付が進んでいる。

筆者は沖縄農業における土地利用の現状を分析し、その特牲を把握することを

主な目的とした。

地域の分類は沖縄群島 (3ヒ部・中部・南部)宮古群島・八重山群島に大別して
扱った。



H 耕地化率と山地開墾

総面積に対する耕地面積の割合は、 F琉球の土地利用の王制犬を明らかにする指標

となりうるので、この点につき考察をすすめたい。

全琉球の面積に対する耕地率はお 3.8%で、本土のエ 6~ちを上抱っている。

之は琉琢全土の面積の狭少に対し、比較的高股な山地形が少ないこと、近崎開墾

事業が促進され山地傾斜面への開墾がすすんだ事にもよる。沖縄群島の北部(国

語・大宜味・東・初地・今帰仁・上本部・本部町・屋部・名護町・恩納.久志宜

野座・金試・伊江・伊平屋・伊是名)は山林郁積が全琉球山林面積の 63.5%を

占める高率で、中・南部に比し交通も不便なので、耕地化率はエ3.8%にすぎな

い。殊に国煩(耕地化率4.9%) 東 (7.1)・大宜味 (9.5)等北部は、現在
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第 2 図

(1964 -65年期)

山地開発の対照となっている。大宜味・思議等の山腹の到るところに、かつて救
モτつ

荒植物として用いられた f蘇鉄jが自生し、元来この地域が農耕地として緩めて
不振の地域であったことが察知せられる。しかし.北部に属する 屋我地耕地

率 (61.3%)伊是名 (54.3%)伊江 (43.2%)恩納 (45.5%)をはじめ、

今帰仁 (36.3%)上本部 (36.マ%)等、本部半島を中心として耕弛化が促進

され、そのうち、屋我地、上本部等の林野の開墾率は100%に達し、現在開墾

可能面積のすべてカ鞘裂しつ〈されている。本部半島は、吉生紀石灰岩を主とし、

北部に琉球石灰岩の露出する台地と半島つけ根に堆積層平地があるのを除き、い

っぱんに山地形であるが、今帰仁のように地下水の湧出するところでは、古くか

ら、水田・煙車・産等が耕作された。近侍伺照のよい傾斜や山地の畿性土壌の地
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域を、政府、組合をはじめ個人の企業による開発がすすめられ、本部半島では琉

球全域を通じてもっともID地開発の進展した地域となった。殊にID地傾斜のパイ

ンア yプノレ耕作や柑橘類の栽培、、平地の甘宗主栽培に特色がある。

中部(石川市・美里ァ与那城・勝連・具志)11・コヂ市・読谷・嘉手納.;lヒ谷・

北中城・中城・宜野湾・西原・浦添〉では平均耕地率 29.2%である。比較的台

地も多く、主として琉球石灰岩、麗頭磯層より成ィョている。宜野座、金武等、東

斜面は林野も多〈、筆者らの見学した両村も、 1940年墳、県営の開墾地が設

けられ、 20年の計!起を以て甘燦畑・甘藷畑等に開発せられた。中部は甘藤畑の

分布がいちじるしく、耕地の50.3%がせ擦栽培にあてられている。

南部(那覇市・豊見城・糸満町・東風平・具志調・玉城・知念・佐敷・与RD原
.大里・南風原・イ中里・具志川・渡嘉敷・座間味・粟国・渡名喜・南大東・北大

島〉はいっぱんに耕弛化率涌く、糸満 (53.3)荷風平 (62.4)南風原(61. 

4)大竪 (62.3)に殊にいちじるしい。山林面積は、 8.9%にすぎず、島尻

第 3 図
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層、砂岩、琉球石灰岩からなり、数1.1-数10Mの厚さで台地をおおっている。

南部の土地利用はせ肢が卓越し、掛也面積の49%を占め、田の面積は、 5.8%

にすぎない。また古い天水田等は、しだいに甘廉畑に転化しつつある現状である。

なお、南部は第二次大戦の激戦地となり、多〈の戦跡と、摩文仁岳守中心とす

る畿多の慰霊塔がある。

宮古群島(平良市・城辺町・下地問J.上野・伊良部・多良間)はほとんど疏球

石灰岩におおわれた低平な台地形で、耕地率48.9%に及んでいる。耕地の44.

4幌、は甘房長の栽培に当てられ、水田面積は0.03%と微少である。溜池や天水を

利用し、洞穴泉・崖泉等の周辺に古い集落が発生したが.現在簡易水道がつくら

れている。古来水の佼tf極めて悪かった。八重山とともにかつてマラリアの流行

地で、宮古本島i;l!Ut部は最近の開拓村である。

八重IJI諸島(石雲市・竹宮町・与那国町)の緋地化率は 16.6%と金琉球ちゅ

う最低であるが、之は竹富等をふ〈むためで、石垣・与那国は3.0%内外の率を

示し、ともにパインの栽培カ確展し、i=t民主畑も多い。

八重l.uにおける耕地の開拓は、殊に自然との戦いに深刻なものがあった。

伯)焼畑 往古から八:雪山においては「グーマ聞き」と称、し、火呂式の差是業が

おこなわれ、 3年毎に位遺を換えた。江戸崎代には沃聖子の持者拓もすすみ、菜作

謝持がおこなわれた。

め)津波 工マ 71年(明和 8年)石垣島をおそった大津波のため、開拓され

た長村は被害をこうむるものが多く石垣島人口 9957名ちゅう死者行万不明

は6680人に達した。殊に伊原関村では、人口 720人のうち、 625人を

失ない、他からの移住者を併せ新村を建設した。その他、廃村となった集落も

多くあった。

(c) マラリヤ 八重山開拓の最も困難な点はマラリヤの流行であり、明治・大

正・昭和と、マラリヤに抗しつつ涙ぐましい開拓事業をつづけて来た。

193 4年より沖縄県振興計画による八重山移民がとり上げられ、沖縄から八

重山への移民が開拓事業をつづけた。戦後 1948年西表島住吉地区への入植を

はじめとして、西表島153戸、石屋島581戸が沖総より移住地区に定着し、

耕地の開拓に従事している。政府が開拓農家に配分した土地は1戸平均162a

でパインアップル・甘房長を主体とし、之に家畜が加わる農業で開拓用地は 1495

haに及んでいる。マラリアは 1954年には 2038名を数えたが、漸次減少

し196エ年の竹富町に、 5人のマラリア発生を最後として、長期間八重山岡発

の癌となっていたマラヲアも撲滅に到った。八重山では戦後 802戸 33 85 
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人の入植考によって工120.5haが新たに開拓され、パイナァプ/レ及び甘房長耕

作に特色をもっ。

向田の減少の傾向

現在回の面積は、琉球の耕地商務のうち、マ ;2%にすぎない。戦前工 940

年の田の面積を 100とすれば 1964年56.7の指数となり 196 0年に比す

れば30.マという激減の傾向がある。之をl戸当りの耕抱商務において見れば平

均4.マ aという零細な数字となる。耕地全体は 1940年 100に対し工 96

4年 152.9で、明らかに白から他の耕地への転化が知られる。琉球の自然条件

にもとづき米の二期作はいっぱんで、工期作は 8月収穫、二期作は 11_ユZ月

収議費おとなっている。屈の減少については、次のような自然的・経済的姿閣があ

ろう。

(a) 自然条件の弟ーは、地理的位置により毎年必ずといってよいほど台風の通

路に筒面するととである。統計によれば、 195 0-工963年の工 4年間に

最大瞬間風速記 oM以上の台風は約工 90この地方を通過し、最近では工 96

3年の台風工 4号が多大の扱F害をもたらした。

この年、八草山では、前期に大卒魁があり、植付不能の白を生じ、後期に台風

の被答そうけ、計 86 qもの被害2容をこうむっている。水図面積のうち天7kaが
あるが、台風による陣雨をまたねば卒容を受け易いという悪条件がある、また

湿自においても濯瓶、排水せつぴが悪〈、低位生産自が多く第 l表のように単

位当り収量も減少しつつある。

(第 l
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{劫経済的な委副としては、稲作がその労力の過重に比して収益は必ずしも妥

当ではなく、水団を畑地に換えるととにより、甘殿、パイナ yプル等、より換

金率の高いものを栽培するほうが効果的である。

第定表

沖縄の農業収益と商品化率

関心は農民の聞に低下することは当然のなりゆきといえよう。

日米の不足に対する対処と稲作農家の保護

以上の理由による稲作の減少は、当然琉球の主食たる米の不足を来たしている。

1 963年 島産米'168 0トン(一期4マ5マトシ・二期お 923 .~ Y)に対

し、その13倍に当たる外米 99662トy (カ 9フ才Jレニア米、豪州米、韓国

米、ピルマ米)を輸入したが11939816ドルで全輸入金額のマ .4%に該

当する。

第 3 表 (1963年) (単位トン)
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この米の輸入は完全なる自由4もではなく、年間 9-10万トンの枠を定め、小売
価格の上限を設定し、政府の指定した輸入業者に競争させ、 「価格安定に対する

立法」を定め、消費者を保護しでいる。

また稲作農家に対しては工 965年「稲作振興法」を設け、 トン当り 2マOド
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ルで農民から質上げ、 80ドノレの政府の補償によって、工 90ドル売りをおとな

っている。このような二重価格制を以て稲作農家を保語与することに重点、をおいて

はいるが、今後の見通しとして、パイン、甘議等の重裂な換金作物の維持と、輸

入米の確保安定により、この状態は更に持続するものと考えられる。

回畑地の増加

畑地(普通畑・および樹園地をふくむ)は戦前に比し必ずしも増大していない

が、北部では、 1940年100の指数に対し 113.6 八重山は 235.2と

開拓の効果を示し八重山の場合は、戦前・戦後を通じ開拓移民による耕地殊に、

畑地の拡大への努力がいかに強力であったかをものがたつている。戦後1952 

年を 100とすれば宮古は 130.5 八重山 230とその増加が近時殊にいちじ

るしい。

区) 換金作物としての甘康

琉球の甘鳶栽培は 1623年、儀間尋常か中国から輸入栽培したことから源を

発し、島内に精糖業もおとなわれた。

甘選告は戦前・沖縄の全域に耕作され、 1932年(昭マ)その作付面積16，4
12halこ及び全面積のマ%を占めたっ 1 945年終戦の年には緊急食糧栽培の

ため薦薗は全部焼却されたが194マ年頃、当時甘藷針重作のため食糧の増産も

思わしくなく、むしろ積縄的に甘議栽培による糖業振興による農村の経済再建を

希望する声が島村より高まってきた。工 948年、甘藤栽格が南大東島において

許可され、その後漸次甘薦栽培面積を培大し、 1961_6定年期には 13，46マ
haと戦前 1938年期の作付面積に追いつき、その後急速に作付面積を拡大し

工964年、琉球全域で耕地の42.6%を占め、殊に中部の50.3% 南部の

49%が著しい。甘厳栽培が発展の一途をたどった理由は、次の諸点に要約され

よう。

信) 甘震をは、琉球のごとき亜熱帯性気候および、石灰岩土壊に適合している。

伽夏植、春植、株出等があるが、収稜期を除き、比較的労力が少なくてすみ、

労力に比例して早期換金作物としての価-値が高い。

(cl 糖業の発展のため戦後導入されたN 'i C0310~N;C0293.N;

C0339;N;C03マ6等の良種が琉球の風土にi商会し、 N;C0310

号は耐風位、樹学性において脅威的な実績を収め、甘藤栽培に対する農民の自

信を強めた。
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第 4 図
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以上の理由により、 it騰栽培面積は増大し、謀者作農家比率も高くなっている。

内農家の薦作依存率と経営規模

会琉球を通じ農家の83 ~らは議著作農家であるが、もっとも比率の高いのは農家

の93qもが議著作農である宮古島である。宮古では最近閏から甘康畑への転換がい

ちじる Lく、稲作はほとんど見られなくなっている。

また妥著作農家の経営規模はその戸数に比し、次の表のごとく零細で、エ戸当り

10-30aの重量作農家が全体の33%を占め 150a以上の規模のものはわづか

3%にすぎない。

その他的作物1'0.66

畜産収入 110.13

農産加工 I0.20 

農業雑収入 10.21イ
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同 房長作農家の保護

震著作の発展は槍業の振興、輸出の増加と密接な槌係があり、毎年琉球政府は、

日本政府に対して砂糖質上げに闘する袈請を重ね、なお「糖業振興法Jr重袈産
業育成法J等により、甘薦栽培に関する技術の向上、糖業の設備の近代化、企業
経営の促進そはかつている、沖縄の輸出総額のうち、砂糖の占める比率は 63.4 

%と、輸出品目ちゅう首位をしめ、今日の農業のうち最も主主芸な生産となってい

る。(第 6 表)

(1 963年)

日本の砂糖輸入国別トシ数及び

比率 (トシ) 倒

，3261100 
，3911 32 

，866122 

，664 ユ1.0

.233 1 6.2 

，9491 2.4 

V¥) パイン栽培の地域性

日本の砂糖車sq入諸国のうち沖縄の

しめる割合は 11.2%で、キュー

パ糖と競合している。 1963年

8月砂糖貿易自由化後は沖縦の糖

業にも多くのR摘がある。

沖縄におけるパイナァプル作付は北部の本部半島と国頭山地斜面・八重山諸島

ちゅう石垣島に核心地が見られ、南部の台地や宮古島には少ない。

戦前八重山への台湾人移民が紺乍しはじめたのが沖縄のパイナップノレ栽培を促

進し、 1955年-56年期1，7446aの作付面積は、 1959-60年期に

215 ，378a: 1963-64年期iこ373，828aと急激な増加ぶりを示してい

る。文パイ Yの作付面積の 59%までが石垣島に集中し、全収獲高の51%が石

垣島において生産されている。このようにパイ Yは、i.t震をとは異なる地域性を有

し、従来農地として用いられなかった地域に集中的に発展し、本部半島などでは

甘煎畑も、パインに転換する傾向さえある。 196 0年の耕地面積を 100とす

れば 1964年は lマ3.6%に及び、やや投機的な裁第が見受けられる。

今日のごとくパイ γ栽培が発展をたどった原因としてはおよそ次のζとが考えら

れる。

(a) 琉球の年平均気温 23.6 'c年降水量 2100鵬で康熱帯性気候を呈し、霜害

も少なく、ノミイ Y耕作には一般に好適である。
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(b)耐風位・耐皐牲が強く、稲作一期作と競合してなお有利な換金作物である o

(c) 酸性土壌や傾斜地等に耕作可能のため、元来放置されていた荒蕪地、林地

等をパイン栽培のため急速に開懇した。

。!)傾斜面におけるパイン栽培

(第 7 表)

(1 963年)

この表の示すごとく、パイン栽培は、傾斜地の高度の利用が進み、妹に、北部

国頭、大宜妹等における古い粘板岩、砂岩地層、国頭磯層等の上部の開拓、八重

山、旅に石垣島の斜面等、俊秀なブノレドーずーの導入により、パインの栽培を促

進してきた。

石垣島における 1963年のパイン農家戸数 18記5戸、栽培面積2Q92ha

を占めている。ここでは他の作物との競合も少ないため、換金作物としてパイン

に依存する度合も強く、之に代る代替の作物は見出し難い現状にある。もしパイ

ン耕作が不可能となった場合も、元の山林荒蕪地に還元するより方途がないほど

である。いっぱんに山地のパインは林野を焼き払らい灰を基肥として栽培をはじ

め、植付け£年目から収穫がはじまり、 5年iこ2-3回の収稜をしてから更新と

する。その後一年言守号としている。

石垣島の主義於茂登岳 (525M)の斜面にも多くのパイン:胞があるが、た

とえばオモト岳から西方の集落荒川付近とをむすぶ傾斜面を会地図を用いて図

示すれば第 8~1のごとくで急傾斜の場合 4 00 以上のところもパイン焔として利

用していることがわかる。
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同パイン会社直営農場

十T療の場合と異なり、パイン農場にば、パイン縫話会社直営農場が多い。沖縄
地区では直営は、全ノミイ Y耕地の 5 • 5鳴を占め、八重山地区ではパイン耕地の

Bユ.5%がパイン会社蕊営となっている。磁磁株式会社石垣工場や企大浜工場等

の経営諸積も広大である。また 20 0アール以上の規模のパイシ農境は、琉球全

体のパイン樹園地の 67%を占めることは、甘局者農i認と異なる点であろう。従っ

て、農場までの通勤距離も、八重山の場合は遠距離となり、 4-8KMが約 18

00国場、 8KM以上が 1344闘場を数え、パスによる農場への通勤者もある。

(沖総の長場通勤距離平均は、 o.5-1KM)、パイシフト yプルは廠めて保存

度の低い来実であるため、生来のまま用いられるのは島内供給と、鹿児島輸出と

パイン会社i直営農場の在鴎状況 (工 964年)
i 全ノミイ Y面積
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に限られ、それらは全体の 10%以下にすぎない。

パイシは呆実収穫後 1-2日のうちに工場に搬入し、そ亡で縫詰とするのが普

通であり、農場と工場との密接な関係をより必曇とする。従ってパイン栽培地域

には図の如く、必ず製縫工場が立地し、工場直営の農場の比率も他の作物に比し

て高い。収穫最盛期は 8-9_ユO月に達し、その時期には農場及び、工場に集

中的な労力を必要とする。

(ゴパイ y栽培の問題点、

琉球のパイン産物の輸出額は、 1963年全輸出額の 12.5%を占め、全農産

物輸出の 16.3%である。輸出は主として日本に対して行なわれ、パイン縫詰は

1964-65年期には 1647441纏が輸出されている。

第 9 図

琉球におけるパイン繕詰生産比率は 1962年世界総生産の2.5%にすぎな

いが、沖縄にとっては重裂な換金作物であり、 「パイナ yプル産業振興法Jおよ
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び f重主主産業育成法Jの立法により、この産業の育成に当っている。
パイ γの需裂は年々のびているが、従来のように面積の憎大のみをはかるので

なく、単位当り収量の増加に向うべく、一定面積の植付けと充実をはかろうとし

ている。農場における栽培意欲は旺盛で、パイ yのブームに乗り、急傾斜の開拓

は進んだが国土保全の見地が無視され、今後、砂防、防風、災害に対する防備の

欠除等が国土保全の上に問題を残している。

目その他の土地利用

琉球におけるそのイ也の土地利用をみると、甘 を除く普通焔は、耕地面積の約

43%を占め、大豆・甘藷・小麦・葉たばこのほか、議菜類(大根・人参・ゴボ

ク・甘藍・ねぎ・玉ねぎ・ほうれん草・白菜・チ乙/ャ・花野菜・胡瓜・南瓜・な

す・トマト・菜豆)が栽培され、島内での自給作物となっている。農家の自給の

ほか都市への供給もおこなっているが1963年には日本から約 95万ドルの蔀

菜類の輸入を以て補足している。

結び

大工業の発達のない沖織の経済を支えているもののうち農業は極めて重要であ

る。沖縄の農業はここ数年のうちに、いちじるしく積械的な変貌をとげている。

(1) いっぱんに耕地化はよく進み、北部山地、本部半島などの山地、荒蕪地、

傾斜地への開拓がさかんにおこなわれている。しかし、急速な開拓のため、国

土保全上、幾多の問題をおこしている。流土、等による回の遺滅もその一つで

ある。

(2) 田の面積はこの数年に約マ 0%の激減を見せ、米の自給は島屋米を以て充
てることは不可能であるため、之に代り、島産米の 13倍に該当する米の輸入

をおこなっている。

(3) 米に代わる換金作物として、甘 および、パイナ yプルの栽培が圧倒的で、

沖縄の土地利用の大きな部分を占めている。甘 は沖総本島及び宮古・石垣に

普遍的に分布し、耕地面積の42.6%に及んでいる。 作農家は全農家の 83

%を占めている。パイナァプルは、甘 に比して、地域性をもち、主として沖

絹北部と本部半島、八重山地区に集中的に栽培せられ、ここ数年のうちに耕作

面積は 73%の急増ぶりを示している。之等換金作物の加工による産物の輸出

指数は農産物輸出ちゅう 99.92~らという高率にて、島の経済を支える主軸と

なっている。政府は之らの耕作物の関連加工業に対しとくべつの保護を与え、
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今後の振興をはかつている。
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